
院内転倒転落発生報告件数

※転落：いすやベッドからの転落

院内での転倒や転落は、患者さん側の要因だけでなく、施設や管理面も含め様々な要因が関連し

て発生しています。

発生状況の分析を行い、対策を考えることで、発生自体を減らすこれまでの取り組みの継続と、

2025年度は、転倒や転落時の身体への影響を最小限にする対策として、衝撃吸収マットの導入を

行いました。
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事象レベル3a以上の報告数（件） 38 46 56 46 47 29

転落（件） 72 70 65 89 72

2.09

転倒（件） 224 200 266 205 254 241

患者1000人あたりの発生率（‰） 2.38 2.16 2.50 2.27 2.36
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